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◎報告期間
本報告書は株式会社イノアックグループに
おける2024年度（2024年1月1日～12月31日）
の活動実績をもとに作成しています
※2023年度とそれ以前、2025年度の内容
も一部含む

◎対象範囲
株式会社イノアックコーポレーション単体
の活動を中心に、一部国内外イノアックグ
ループ会社を含む

◎参考としたガイドライン
GRIスタンダード

編集方針

イノアックは「暮らしをもっと豊かにしたい」という思いから、

ひとつの事業に特化することなく、

ウレタン・ゴム・プラスチック・複合材という4つの苗をもとに、

多くの事業（=木）を育て、企業体として多彩な製品、

サービスを作り出し、社会へ貢献してまいりました。

イノアックはこれからも多くの個性ある木を育てることで、

時代の二ーズにお応えしていきます。

一本の大きな木を育てるより、
多くの個性ある木を育て、
美しい森をつくる。

企業理念 データ集
42	 ESGデータ集
46	 会社概要
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快適な暮らしと持続可能な社会のために
発泡技術のリーディングカンパニーとして成長

1926年の創業以来、日本初のウレタンフォームの生産をはじめ、
人々の暮らしを豊かにする多彩な製品、サービスを作り出してまいりました。
イノアックの成長は、開発の歴史でもあります。
新しい用途への応用を数多く生み出すとともに、特に近年では環境への配慮を重視した開発を常に心がけて、
人と地球の未来のために挑戦を続けています。

●日本で初めてウレタン
フォームを生産開始

●カラーフォームマッ
トレスの販売開始

●LPGタンカー・新幹
線車両の現場施工で
の断熱工事を実施

●インジェクションブ
ロー工法と加飾技術
による化粧品容器の
開発

●インモールドコート
（二層）一体成形イン
パネを開発

●道路建設現場での現
場発泡ウレタン軽量盛
土工法（R-PUR工法）
を開発

●環境に配慮した連続
気泡微細セルポリオレ 
フィンフォーム「MAPS」
生産

●超臨界発泡法を使用
したクリーンな長尺
ポリオレフィンフォー
ム「FOLEC」の生産

●環境に配慮した超微
細セル無黄変薄物長
尺シート「PureCell」
の生産

●植物由来のポリウレ
タンフォーム 
「ECOLOCEL」を開発

●高性能複合断熱材の
「フレキシブルエアロ
ゲル」を開発

●「井上ゴム工業株式会
社」の前身である「井上
護謨製造所」を名古屋市
熱田区に設立（1926年）

● iRCブランドのタイヤ・
チューブの輸出を開始

●ドイツよりウレタン
フォームの技術を導入
（1954年）

●「エム・テー・ピー化成
株式会社」を設立

●寝装品・育児用品分野
へ進出

●スリランカに海外初の
合弁会社、
"ASSOCIATED RUBBER 
INDUSTRIES LTD."を設立

●自動車部品事業へ進出

●配管材分野へ進出

●生活用品分野へ進出

●家具分野へ進出

●物流資材分野へ進出

●粧材分野へ本格的に進出

●東南アジアヘの進出を
本格化

●「井上エムテーピー  　 
株式会社」を設立　　 
（1980年）

●グループの統一ブランド
「INOAC」誕生（1980年）

●建材分野へ進出

●OA機器分野へ進出

●包装材分野へ進出

●アメリカへの進出を 
本格化

●「株式会社イノアック
コーポレーション」へ社
名変更（1990年）

●福祉・介護用品分野へ
進出

●中国への進出を本格化

●環境事業分野へ進出

●東南アジア拠点の強化
および拡張

●一般財団法人「ポリウレ
タン国際技術振興財団」
を設立

●ウレタンフォーム生産開
始60周年を記念して、
「ポリウレタン国際
フォーラム2015」を開催

●グループ初の沖縄の会
社として「株式会社イノ
アック琉球」を設立

●愛知県名古屋市に神野
R&Dセンターを設立

●名古屋本社を増築し 
新社屋を設立

●全国の事業所内を中心
に寝具などの直営
ショップをオープン

●「ポリウレタン国際 
フォーラム2023」を開催

●垂井工場生産開始

1920 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2025

事業発展の歴史 Business Development History

製品開発の歴史 Product Development History

イノアックのあゆみ
Contents ガバナンス社　会環　境イントロダクション データ集特　集特　集イントロダクション
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家庭内での生活用品や介護用品、日常的に使うIT機器から工場などの産業機械に。住宅・建築の資材や土木の現場にも。
自動車などの乗り物やインフラの設備にまで。イノアックの素材は姿を変えて、街のあらゆる場面に溶け込み、
さまざまなフィールドで人々の快適な生活を支えています。

今もこれからも、豊かな暮らしのすぐそばに
製品紹介

ポリウレタンフォーム
ポリウレタンフォームは、弾力性
と軽量性を兼ね備えた発泡素材
です。輸送機器やインフラなどの
工業用途はもちろんのこと、寝具
や靴のインソールなど、幅広い分
野で快適な暮らしに貢献してい
ます。

サーマックス
サーマックスは建築用の高性能
難燃断熱ボードです。断熱性・難
燃性・防水性・遮熱性に優れ、環
境に配慮したノンフロンという特
徴を備えた次世代の断熱材で、住
宅や建築用途に使われます。

SlimFlex 
高密度で、極めて微細、かつ均一
なセル構造を有した高機能ウレタ
ンフォームです。他の発泡素材に
比べ、へたりにくいためスマート
フォンのような防塵・防水機能を
要する電子機器などのシール材と
して幅広く使用されています。

樹脂ボトル
PET樹脂、PP樹脂を使用したイ
ンジェクションブロー成形によ
る機能性ボトルです。化粧品容器
や、食品・飲料用ボトルのほか、
それぞれの充填内容物に応じた自
社規格ボトルを提供しています。

シートクッション
配合技術および成型技術により、
柔軟性・耐久性・通気性・振動
吸収性を制御し、快適な座り心地
を実現します。また、軽量化と環
境性能の両立により、今後のモー
タリゼーションに大きく貢献して
いきます。

カラーフォーム
カラーフォームは日本で初めてウ
レタンフォームのマットレスを生
産したイノアックの寝具ブランド
です。素材の開発・性能評価・商
品化まで自社で一貫して行い、60
年以上にわたり人々の眠りを支え
続けています。

アームレスト
アームレストは乗員の肘を乗せ
て腕や肩の緊張を緩和、負担を軽
減し快適性を提供します。一部の
製品には、ウレタンフォームの端
材を粉砕し、接着剤と混ぜて成形
した「ミクセル」が使用されてい
ます。

リアスポイラー
車両後方上部に取り付けられ、走
行時の空気の流れを整えること
で、走行安定性向上や燃費改善に
貢献する部品です。多様な成形工
法により、意匠性・部品構造・空
力性能などさまざまなニーズに
対応可能です。

バイク・自転車・車いす用タイヤ
高いグリップ力と耐久性を兼ね備
え、オンロード・オフロード問わ
ず安定した走行性能と快適な乗り
心地を提供します。車いす用タイ
ヤでは一般的なものから競技用タ
イヤまで幅広くラインナップして
います。

フォームライトW
フォームライトWは、発泡ウレ
タンを使った軽量盛土工法で、傾
斜地や低地にも対応。複雑な空間
に充填でき、構造安定性を高めま
す。能登半島地震で被災した「の
と里山海道」の復旧にも活用され
ました。

Contents ガバナンス社　会環　境イントロダクション データ集特　集特　集イントロダクション
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株式会社イノアックコーポレーション
代表取締役社長　野村  泰

変化の時代に
揺るがない軸をもって
――「素材で暮らしを豊かにする」という使命のもと、
          持続可能な成長を目指して――

　2025年も変わらず、世界は大きな変化の渦中にあります。地政
学的リスクの高まり、経済政策の転換、そしてESGを巡る議論の
変化など、表面的には激動の時代と言えるでしょう。しかし、常々
申し上げているように、こうした表面的な変化に流されることのな
いよう、私たちには「ぶれない軸」が必要です。
　イノアックグループにとってのぶれない軸、それはパーパスとし
て掲げている「素材で暮らしを豊かにする」という使命です。この
軸がある限り、どのような変化が起ころうとも、私たちには進むべ
き道が見えてきます。なぜなら、生活の在り方が変わっても、人々
の暮らしは必ず存在し、そこには常に豊かさを求める気持ちがある
からです。
　創業から約100年、私たちは素材を通じて人々の暮らしに貢献
してまいりました。そして今、2030年に向けた中長期経営計画の
折り返し地点を迎え、次の100年に向けた基盤づくりの重要な時
期に差し掛かっています。

社長メッセージ
Contents ガバナンス社　会環　境イントロダクション データ集特　集特　集イントロダクション
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中長期経営計画「INOAC2030」の推進において、私

たちはこれまでに重要な成果をあげてまいりました。

最も大きな変化は、社内組織の刷新です。自動車事

業、産業資材事業をコア事業とし、リビング事業、建

材事業を戦略事業として位置づけ、4つの事業軸を明

確にしました。この枠組みは順調に機能し始めており、

各事業の特性に応じた戦略展開が可能となりました。

また、社内の雰囲気づくりにも力を入れてまいりま

した。「明るく、楽しく、元気よく」を合言葉に、さま

ざまなコミュニケーションの場を設けています。特

に、2024年から始まったコミュニケーション活性化

施策「しゃべくりINOAC」では、経営陣が各拠点を訪

問し、若手からベテランまで、さまざまな立場の社員

との対話を重ねています。現場の生の声を聞くこと

で、組織全体の活性化につなげています。

一方で、課題も明確になってきました。最も大きな

課題は、「場当たり的」な思考からの脱却です。私た

ちは製造業として、常に本質をとらえる思考が必要

です。それは「市場を知る・敵を知る・自分を知る」

という基本に立ち返ることから始まります。例えば、

営業活動において、市場のニーズを十分に把握せず、

競合他社の動向を軽視し、自社の強みを過信する。

このような場当たり的な判断では、持続的な成長は

望めません。私たちには、物事の本質を追究し、QC

的なものの見方・考え方に基づいた意思決定が求め

られています。

製造業であるイノアックグループの本質は、「買う・

つくる・売る」のバランスにあります。かつては「つく

れば売れる」時代もありましたが、現在は原料価格

の高騰と売価の下落という厳しい環境にあります。こ

の状況を乗り越えるためには、特に「つくる」の部分

を強化していく必要があります。

私たちの考える「つくる」には、3つの意味があり

ます。1つ目は「創る」、すなわち新しいものや市場の

ニーズに合ったものを創造する開発力。2つ目は「造

る」、何をどこでどのようにつくるかという生産技術

力。そして3つ目は「作る」、実際にモノを作り上げる

製造力です。

この3つの「つくる」をバランス良く強化すること

で、単に安い材料を買って高く売るという従来のビジ

ネスモデルから脱却し、真の付加価値を創出してい

きます。付加価値とは「形を変える」ことです。原材

料に私たちの技術と知恵を加えて形を変え、お客さ

まに喜んでいただける製品として提供する。これが

製造業としての使命であり、私たちの競争力の源泉

なのです。

「素材で暮らしを豊かにする」を実現するため、私

たちは「快適」をキーワードとして事業を展開してい

ます。快適とは何か。それは音の静寂、振動の軽減、

熱の遮断、正しい姿勢の維持、美しい見栄え、そして

何より安心・安全な環境の提供です。

例えば、私たちの主力製品であるマットレス

「カラーフォーム　ファセット」は、六角形のスリット

により寝返りを打ちやすくし、快適な睡眠姿勢を実現

します。また、自動車用の吸音材やシートのクッショ

ンは、車内の快適性向上に貢献しています。さらに、

電動車の普及にともない、バッテリー用断熱材やセ

ル間クッションなど、新たな快適性を支える製品の

開発も進めています。

重要なのは、快適の定義が地域や文化によって異

製造業の本質「買う・つくる・売る」の追究「INOAC2030」の進捗と今後の展開

「快適」をキーワードとした事業展開

社長メッセージ
Contents ガバナンス社　会環　境イントロダクション データ集特　集特　集イントロダクション
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なることです。例えば、ベトナムの方々が求めるマット

レスの硬さと、日本人が求める寝心地の良さは大きく

異なります。私たちは「現地現物」の考え方に基づき、

それぞれの市場のニーズを的確にとらえ、私たちの

配合技術を活かして最適な製品を提供していきます。

私たちの技術体系を整理し、音、振動、熱、姿勢、

見栄え、安心・安全、そして脱炭素といった快適に

つながる要素を軸として、体系的なブランド戦略を

構築していきます。これにより、お客さまに対してよ

りわかりやすく、私たちの価値を伝えることができる

でしょう。

事業を支えるのは「ヒト」です。私たちは「コミュニ

ケーションのスタートは聞くことから」という方針の

もと、人材の採用、育成、そして組織力の向上に取り

組んでいます。

グローバルに事業を展開する私たちにとって、海

外で活躍できる人材の育成は喫緊の課題です。ト

レーニー制度では、若手社員を海外拠点に派遣し、

現地での実務経験を通じてグローバル人材として成

長させています。成功事例として、トレーニーを経験

した社員が帰国後にさらにスキルを向上させ、再び

海外駐在として活躍している例があります。一方で、

トレーニー後のフォローアップが不十分で離職に至

る失敗事例もあり、キャリアプランの提示と継続的な

支援の重要性を痛感しています。

国内では「一枚岩合宿」という経営幹部に向けた3

日間の研修を実施しています。これは単なる研修では

なく、参加者が自分の生い立ちから価値観まですべて

をさらけ出し、お互いを深く理解し合う場です。この

合宿の真の価値は終了後にあります。参加者同士が

自主的に相互研鑽会を開催し、事業部の垣根を越え

た交流が生まれています。こうした横のつながりの強

化が、組織全体の一体感醸成につながっています。

基礎研究・専門性教育の見直しも進めています。

これまでOJTに依存しがちだった教育体系を見直

し、階層別教育を明確にし、社員一人ひとりのキャリ

ア形成を支援しています。

サステナビリティ、そして人権やダイバーシティ&

インクルージョンの本質は「思いやり」にあると考え

ています。環境を思いやり、同僚を思いやり、地域社

会を思いやる。この思いやりの心があってこそ、真の

サステナビリティが実現できるのです。

環境面では、私の直下にサスティナビリティ推進

室を設置し、2026年度から経営方針に「環境」を追

加します。2030年までに2013年度比でCO2排出量

を半減するという意欲的な目標に向け、各部門が連

携して取り組んでいます。カーボンニュートラル委員

会の中に、エネルギー部会、原料部会など専門分科

会を設け、具体的な削減活動を推進しています。

重要なのは、形式的な取り組みではなく、本質的

な成果を追求することです。単に蛍光灯を消すと

いった小さな積み重ねだけでなく、事業活動全体を

通じて持続可能な価値創出を目指しています。脱炭

素化事業の創出・拡大、環境技術・リサイクル事業

の推進など、事業を通じた持続可能性の実現に取り

組んでいます。

サプライチェーンにおける人権・環境配慮も重要

な課題です。グローバルに「安く安定的に調達する」

ためには、お取引先さまとの信頼関係が不可欠です。

サプライヤー CSRガイドラインの配布や、サステナビ

リティアンケートの実施を通じて、サプライチェーン

全体での責任ある調達を推進しています。

ヒトの力を伸ばす取り組み サステナビリティへの取り組み

社長メッセージ
Contents ガバナンス社　会環　境イントロダクション データ集特　集特　集イントロダクション
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創業から約100年を迎えようとする今、私たちは

次の100年に向けた基盤づくりの重要な時期にあり

ます。現在、売上の3分の2を海外が占める私たちに

とって、グローバル展開は単なる選択肢ではなく、必

然です。

海外展開における最も重要な考え方は、日本的な

価値観を押し付けるのではなく、現地の文化を尊重

し、現地の人材が主役となって事業を展開すること

です。私たち日本人駐在員の役割は、サポートに徹

することです。各国・地域の特性を理解し、そこに住

む人々の暮らしを豊かにするために、私たちの素材

技術をどう活かすかを現地の仲間とともに考えてい

きます。

東南アジア各国を見ても、タイ・インドネシア・ベ

トナム・マレーシア・フィリピンなど、それぞれ異な

る経済情勢と文化的背景があります。地産地消の考

え方に基づき、現地のニーズに合わせた製品を、現

地で調達した原料で製造し、現地の人々に届ける。こ

のモデルを確立することで、真の意味での持続可能

なグローバル事業を実現していきます。

変化の激しい時代だからこそ、私たちは原点に立

ち返る必要があります。「素材で暮らしを豊かにす

る」という精神、これが私たちの揺るぎない軸です。

この軸に基づき、常に本質を追究し、思いやりの心を

もって事業に取り組んでまいります。

製造業として「買う・つくる・売る」のバランスを

保ち、3つの「つくる」を強化していく。快適をキー

ワードとした価値創出により、お客さまの暮らしを豊

かにする。グローバルに活躍する人材を育成し、一

枚岩となった組織力で課題に立ち向かう。そして、持

続可能な社会の実現に向けて、環境と人権に配慮し

た事業活動を推進する。

これらすべてが、100周年という節目を迎える私た

ちの使命であり、次の100年に向けた責任でもあり

ます。ステークホルダーの皆さまとともに、イノアッ

クグループは「素材で暮らしを豊かにする」使命を果

たし続けてまいります。

私たちの挑戦は始まったばかりです。変化を恐れ

ず、本質を見失うことなく、思いやりの心をもって前

進してまいります。皆さまのご支援とご協力を賜りま

すよう、心よりお願い申し上げます。

100周年に向けた展望

「素材で暮らしを豊かにする」使命を
果たし続けます
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